
●事業の概要：健康局では、(ア)運動、(イ)栄養、(ウ)女性の健康、(エ)がん検診、(オ)健康まちづくりの5つの実証事業を実施

予防・健康づくりに関する大規模実証事業
（運動、栄養、女性の健康、がん検診、健康まちづくり）

●事業のねらい：予防・健康づくりを推進するために必要なエビデンスの確認・蓄積

背景

「経済財政運営と改革の基本方針(骨太)2019」において、疾病・介護予防に資する取組に対してエビデンスに基づく評価を反映していくことが重
要であるとの方針が示されたことを踏まえ、令和２年度より厚生労働省及び経済産業省にて、
エビデンス構築のための「予防・健康づくりに関する大規模実証事業」を計12事業（令和３年度新規含む）実施する。

目的
健康局では上記のうち5つの実証事業を実施し、予防・健康づくりを推進するために必要な健康増進効果等のエビデンスを確認・蓄積、これらのエ
ビデンスについて我が国の健康づくり政策への活用・反映を検討する

実証計画の作成、介入の準
備

介入の実施、成果指標の分析・評価、
医療経済効果の算出等

次期「健康日本21(第二次)」や健診制度等、我が国の健康
づくり政策に反映

2020（令和２）年度 2021（令和３）~2022（令和４）年度 2023（令和５）年度以降

(ア)健康増進施設における標準的な運動プログラム検証のための
実証事業

利用者の疾患(高血圧・糖尿病・高脂血症等)を勘案した、健康増進施設にお
ける標準的な運動プログラム(健康運動指導士、医師等による管理・施設利
用)による介入群と非介入群を比較し、当該プログラムの介入効果及び継続
率等に及ぼす効果を検証する

(イ)食行動の変容に向けた尿検査及び食環境整備に係る実証事業

食塩含有量が多い外食や加工食品等を頻繁に利用している働きざかり世代を
主な対象とし、「健康診査の機会における尿中塩分測定(ナトリウム／カリ
ウムの比率等)と専門職による介入」及び「食環境整備」の2つの事業を実施
し、食生活の改善に向けた行動変容、特に食塩摂取状況の変化について検証

(ウ)女性特有の健康課題に関するスクリーニング及び介入方法
検証のための実証事業

女性特有の健康課題として、「やせと低栄養」、「月経困難症」を対象に、
特定健診や事業主健診等におけるスクリーニングや介入の効果検証を行うと
ともに、全国に導入する際の実現可能性についても検証する

(エ)がん検診のアクセシビリティ向上策等の実証事業

がん検診の更なる受診率の向上に向けて施策を重点化させる観点から、行動
経済学に基づく働きかけや他の健診との同時実施等の介入を行い、どのよう
な取り組みがより受診率の向上に効果的であるかについて検証する。

●スケジュール：２～３ヶ年度の実証事業を実施し、その成果を令和５年度以降の我が国の健康づくり政策に反映する

(オ)健康にやさしいまちづくりのための環境整備に係る実証事業（令和３年度新規）

健康づくりを推進するためには、全ての国民が自然に健康になることができる環境を整え、健康格差の解消を図ることが重要である。また、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止のための外出の差し控えにより、国民の歩く機会や社会参加が減少しており、多くの国民の健康に悪影響を及ぼすこ
とも懸念されている。そこで、すでに実施されている「健康にやさしいまちづくり」の試みに関して介入効果の検証を行うとともに、新たな手法に
ついても介入の実施と効果検証を行い、エビデンスに基づいた施策の実施へと繋げる。

令和２年度予算額 令和３年度予算案額
２５７百万円 → ４４０百万円
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